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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器の冷却のための風を通過させる開口部が形成されたファン枠と、
　前記ファン枠の前記開口部の内側に配置された羽根と、
　前記羽根を回転駆動するためのモータと、
　前記ファン枠の前記開口部の外側に設けられ、前記電子機器に前記ファン枠を取り付け
るための取付け部と、
　前記電子機器に固定されるとともに、前記羽根の回転軸に対して垂直な方向から前記取
付け部を保持する保持部と、
　前記取付け部と前記保持部との間に配置され、前記モータの回転によって発生する振動
が前記電子機器に伝わることを防止する防振材と、を備え、
　前記取付け部は、前記ファン枠に外接する四角形を仮想したときに、前記四角形よりも
内側に配置されている
　電子機器用送風装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子機器用送風装置において、
　前記取付け部は、前記羽根の回転軸に対して垂直な方向に取付け穴を有し、
　前記保持部は、前記羽根の回転軸に対して垂直な方向に保持穴を有し、
　前記防振材は、
　前記取付け穴にはまり合う取付け突起と、
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　前記保持穴にはまり合う保持突起と
　を有する電子機器用送風装置。
【請求項３】
　熱を伴う部品を収容したケースと、
　前記部品の冷却のための風を通過させる開口部が形成されたファン枠と、
　前記ファン枠の前記開口部の内側に配置された羽根と、
　前記羽根を回転駆動するためのモータと、
　前記ファン枠の前記開口部の外側に設けられ、前記ケースに前記ファン枠を取り付ける
ための取付け部と、
　前記ケースに固定されるとともに、前記羽根の回転軸に対して垂直な方向から前記取付
け部を保持する保持部と、
　前記取付け部と前記保持部との間に配置された防振材と、を備え、
　前記取付け部は、前記ファン枠に外接する四角形を仮想したときに、前記四角形よりも
内側に配置されている
　電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光を投射することによって映像をスクリーン等に映し出す投射型表示装置等
の電子機器に使用する電子機器用送風装置及び電子機器に係るものである。そして、詳し
くは、電子機器における送風装置の取付けスペースを小さくし、電子機器を小型化できる
ようにした技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、電子機器として、例えば、リフレクタに支持されたランプユニット等の光源
と、光源から出射された光の変調を行うライトバルブと、映像を投射する投射レンズとを
備えた投射型表示装置（液晶プロジェクタ等）が知られている。この投射型表示装置は、
ランプユニットから出射された光をライトバルブに照射することによって映像を得て、そ
の映像を投射レンズを介してスクリーン等に映し出すものである。そして、投射型表示装
置の使用時に発生した熱は、送風装置により、投射型表示装置のケースの内部から外部へ
と排気され、熱を伴う各種の部品（ランプユニット等）をその限界保証温度以下に冷却し
ている。
【０００３】
　ここで、送風装置として、例えば、通気用の開口部を有するファン枠と、このファン枠
に支持部を介して支持された状態で開口部の内側に配置されたモータと、このモータのロ
ータとともに回転するように設けられ、その回転にともなって回転軸方向に風を流す羽根
とを有する排気ファンが知られている。そして、ファン枠の外周部の複数箇所にブッシュ
の取付け部を設け、各取付け部にゴム製のブッシュを取り付けて、取付けねじにより、取
付け対象にファン枠を固定するようにしている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２０００－２７７９９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記した特許文献１の技術では、取付けねじのねじ込み方向が羽根の回転軸の
方向と平行になっている。そのため、ファン枠を取り付けるための取付け部は、羽根と取
付けねじとが干渉しないように、ファン枠の外周部で、羽根から十分に離れた位置に設け
られている。
【０００５】
　図８は、このような従来の送風装置の一例としての、排気ファン１２０を示す正面図で
ある。
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　図８に示すように、排気ファン１２０は、通気用の開口部１２１ａを有するファン枠１
２１と、このファン枠１２１に支持されて開口部１２１ａの内側に配置されたアウタロー
タ型のモータ１２２と、このモータ１２２のロータとともに回転するように設けられ、そ
の回転にともなって回転軸の方向に風を流す４枚の羽根１２３とを有している。
【０００６】
　また、ファン枠１２１の外周部の３箇所には、切欠き１２４ａが形成された取付け部１
２４が設けられている。そして、各取付け部１２４には、切欠き１２４ａを通してゴム製
のブッシュ１３０が取り付けられる。さらにまた、ファン枠１２１を電子機器（例えば、
液晶プロジェクタ）に取り付けるため、ブッシュ１３０には、羽根１２３の回転軸１２３
ａの方向と平行な方向に取付けねじ１２５が挿入され、ねじ止め固定できるようになって
いる。
【０００７】
　ここで、液晶プロジェクタ等の電子機器に対して排気ファン１２０を取り付ける場合、
必要となる取付けスペースは、各取付け部１２４に外接する仮想の四角形の範囲となる。
一方、電子機器に対する取付けを考慮せず、モータ１２２を支持するとともに羽根１２３
によって風を流すために必要な最小限の送風スペースを考えると、この送風スペースは、
ファン枠１２１に外接する仮想の四角形となる。そのため、従来の排気ファン１２０は、
送風スペースに対し、かなり大きな取付けスペースが必要となっている。
【０００８】
　したがって、本発明が解決しようとする課題は、電子機器における送風装置の取付けス
ペースを小さくし、電子機器を小型化できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、以下の解決手段によって上述の課題を解決する。
　本発明は、電子機器の冷却のための風を通過させる開口部が形成されたファン枠と、前
記ファン枠の前記開口部の内側に配置された羽根と、前記羽根を回転駆動するためのモー
タと、前記ファン枠の前記開口部の外側に設けられ、前記電子機器に前記ファン枠を取り
付けるための取付け部と、前記電子機器に固定されるとともに、前記羽根の回転軸に対し
て垂直な方向から前記取付け部を保持する保持部と、前記取付け部と前記保持部との間に
配置された防振材と、を備え、前記取付け部は、前記ファン枠に外接する四角形を仮想し
たときに、前記四角形よりも内側に配置されている電子機器用送風装置である。
【００１０】
　また、本発明は、熱を伴う部品を収容したケースと、前記部品の冷却のための風を通過
させる開口部が形成されたファン枠と、前記ファン枠の前記開口部の内側に配置された羽
根と、前記羽根を回転駆動するためのモータと、前記ファン枠の前記開口部の外側に設け
られ、前記ケースに前記ファン枠を取り付けるための取付け部と、前記ケースに固定され
るとともに、前記羽根の回転軸に対して垂直な方向から前記取付け部を保持する保持部と
、前記取付け部と前記保持部との間に配置された防振材と、を備え、前記取付け部は、前
記ファン枠に外接する四角形を仮想したときに、前記四角形よりも内側に配置されている
電子機器である。
【００１１】
　（作用）
　上記の発明は、ファン枠の開口部の外側に、電子機器（ケース）にファン枠を取り付け
るための取付け部を設けている。そして、取付け部は、電子機器（ケース）に固定される
保持部により、羽根の回転軸に対して垂直な方向から保持される。そのため、図８に示す
従来の排気ファン１２０のように、羽根１２３の回転軸１２３ａの方向と平行な方向に取
付けねじ１２５を挿入してねじ止め固定する必要がなくなる。したがって、羽根１２３と
取付けねじ１２５とが干渉しないように、各取付け部１２４を羽根１２３から大きく離す
必要がなくなる。
【発明の効果】
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【００１２】
　上記の発明によれば、電子機器（ケース）にファン枠を取り付けるための取付け部が羽
根の回転軸に対して垂直な方向から保持されるので、取付け部を羽根に近づけることがで
きる。その結果、電子機器における送風装置の取付けスペースが小さくなり、電子機器を
小型化できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して、本発明を実施するための最良の形態（以下、実施の形態とする
）について説明する。
　ここで、本発明における電子機器は、以下の実施の形態では、投射型表示装置である液
晶プロジェクタ１０とする。また、本発明の送風装置は、以下の実施の形態では、液晶プ
ロジェクタ１０に組み込まれた排気ファン２０であるとする。
【００１４】
［電子機器（液晶プロジェクタ１０）の構成例］

　図１は、本発明の電子機器の一実施形態としての、液晶プロジェクタ１０の内部構造を
示す斜視図である。
　また、図２は、本発明の電子機器の一実施形態としての、液晶プロジェクタ１０の内部
構造を示す平面図である。
　さらにまた、図３は、本発明の電子機器の一実施形態としての、液晶プロジェクタ１０
における光学ユニット４０の内部構造を示す平面図である。
　なお、この液晶プロジェクタ１０には、本発明の送風装置の一実施形態としての、排気
ファン２０が組み込まれている。
【００１５】
　液晶プロジェクタ１０は、図１及び図２に示すように、直方体状のケース１１の内部に
光学ユニット４０や電源ユニット６０を収納したものである。この光学ユニット４０は、
映像を映し出すための光を出射するランプユニット４１と、ランプユニット４１から出射
された光の変調を行うライトバルブ４２とを有している。そして、光学ユニット４０のラ
イトバルブ４２に近い側面に、レンズ保持枠１２が取り付けられている。また、レンズ保
持枠１２には、先端部がケース１１の側面から突出するようにして、映像を投射する投射
レンズ１３が保持されている。そのため、ランプユニット４１から出射された光をライト
バルブ４２に照射することによって得られた映像は、投射レンズ１３を介してスクリーン
等に映し出されることとなる。
【００１６】
　ここで、光学ユニット４０内には、図３に示すように、ランプユニット４１やライトバ
ルブ４２（４２Ｒ，４２Ｇ，４２Ｂ）の他、フライアイレンズ４３、ＰＳ変換素子４４、
コンデンサレンズ４５、ダイクロイックミラー４６ａ，４６ｂ、全反射ミラー４７ａ，４
７ｂ，４７ｃ、リレーレンズ４８ａ，４８ｂ、フィールドレンズ４９（４９Ｒ，４９Ｇ，
４９Ｂ）、入射側偏光板５０（５０Ｒ，５０Ｇ，５０Ｂ）、出射側偏光板５１（５１Ｒ，
５１Ｇ，５１Ｂ）、及びクロスプリズム５２が設けられている。なお、ライトバルブ４２
Ｒは、ランプユニット４１から出射された光の中で、赤色（Ｒ）の波長域の光を変調する
ものである。また、ライトバルブ４２Ｇは、緑色（Ｇ）の波長域の光を変調するものであ
る。さらにまた、ライトバルブ４２Ｂは、青色（Ｂ）の波長域の光を変調するものである
。そして、フィールドレンズ４９、入射側偏光板５０、及び出射側偏光板５１は、ライト
バルブ４２Ｒ，４２Ｇ，４２Ｂに対応してそれぞれ設けられている。
【００１７】
　このような光学ユニット４０において、光の出射側から各光学部品を順に説明すると、
ランプユニット４１は、リフレクタ４１ａに放電ランプ４１ｂを取り付けたものである。
そして、リフレクタ４１ａの開口面には、防護ガラス４１ｃが取り付けられている。その
ため、放電ランプ４１ｂが放射する光は、リフレクタ４１ａに反射され、防護ガラス４１
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ｃから出射する。
【００１８】
　次に、フライアイレンズ４３は、ランプユニット４１から離間した位置に２つ配置され
ている。このフライアイレンズ４３は、強度分布を有するランプユニット４１からの光を
多数の光スポットに分割し、ライトバルブ４２（４２Ｒ，４２Ｇ，４２Ｂ）の画面全体の
輝度分布を均一にするためのものである。
【００１９】
　また、フライアイレンズ４３に近接して、ＰＳ変換素子４４及びコンデンサレンズ４５
が順に配置されている。このＰＳ変換素子４４は、短冊状に配列された偏光ビームスプリ
ッタと、これに対応して間欠的に設けられた位相差板とからなり、入射光の偏光方向の変
換を行うものである。
【００２０】
　さらにまた、ダイクロイックミラー４６ａ，４６ｂは、コンデンサレンズ４５を挟んで
ＰＳ変換素子４４の反対側に位置し、コンデンサレンズ４５から所定の距離だけ離間して
配置されている。さらに、ダイクロイックミラー４６ａ，４６ｂは、所定の距離だけ離間
して、それぞれ同じ向きに４５°傾斜するように配置されている。そして、ダイクロイッ
クミラー４６ａは、コンデンサレンズ４５を通過した光の中で、青色（Ｂ）の波長域の光
だけを９０°反射する。一方、ダイクロイックミラー４６ａで反射されない波長域の光の
中で、緑色（Ｇ）の波長域の光は、ダイクロイックミラー４６ｂによって９０°反射され
る。なお、ダイクロイックミラー４６ａによって反射された青色（Ｂ）の波長域の光は、
離間して配置されている全反射ミラー４７ａによって再び９０°反射される。
【００２１】
　したがって、コンデンサレンズ４５を通過した光の中で、赤色（Ｒ）の波長域の光だけ
は、ダイクロイックミラー４６ａ及びダイクロイックミラー４６ｂで反射されず、そのま
ま直進する。そのため、ダイクロイックミラー４６ｂの後方には、リレーレンズ４８ａ及
び全反射ミラー４７ｂがそれぞれ離間して配置されており、全反射ミラー４７ｂによって
赤色（Ｒ）の波長域の光が９０°反射される。さらに、赤色（Ｒ）の波長域の光は、離間
して配置されているリレーレンズ４８ｂを透過し、全反射ミラー４７ｃによって再び９０
°反射される。
【００２２】
　このように、ダイクロイックミラー４６ａ，４６ｂによって赤色（Ｒ）の波長域の光、
緑色（Ｇ）の波長域の光、及び青色（Ｂ）の波長域の光が分離される。そして、全反射ミ
ラー４７ａによって反射された青色（Ｂ）の波長域の光は、　離間して配置されているフ
ィールドレンズ４９Ｂに入射する。また、ダイクロイックミラー４６ｂによって反射され
た緑色（Ｇ）の波長域の光は、フィールドレンズ４９Ｇに入射する。さらにまた、全反射
ミラー４７ｃによって反射された赤色（Ｒ）の波長域の光は、フィールドレンズ４９Ｒに
入射する。
【００２３】
　フィールドレンズ４９Ｒ，４９Ｇ，４９Ｂの出射側には、それぞれに対応する入射側偏
光板５０Ｒ，５０Ｇ，５０Ｂが離間して配置されている。そのため、各フィールドレンズ
４９Ｒ，４９Ｇ，４９Ｂにそれぞれ入射した赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び青色（Ｂ）の
波長域の光は、入射側偏光板５０Ｒ，５０Ｇ，５０Ｂを透過して所定の偏光方向の光とな
る。
【００２４】
　また、入射側偏光板５０Ｒ，５０Ｇ，５０Ｂに対向して、光変調素子であるライトバル
ブ４２Ｒ，４２Ｇ，４２Ｂが離間して配置されている。そして、ライトバルブ４２Ｒ，４
２Ｇ，４２Ｂにおいて、印加された画像信号に基づいて、光の偏光面が回転される。偏光
面が回転された光の所定の偏光成分は、ライトバルブ４２Ｒ，４２Ｇ，４２Ｂから離間し
て配置された出射側偏光板５１Ｒ，５１Ｇ，５１Ｂを透過し、映像光として、クロスプリ
ズム５２の各入射面（投射レンズ１３が配置されていない３側面）に入射して色合成され
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る。そのため、色合成された光が投射レンズ１３から出射され、スクリーン等にフルカラ
ーの映像が映し出されることとなる。
【００２５】
　このように、ランプユニット４１から出射された光は、ライトバルブ４２Ｒ，４２Ｇ，
４２Ｂ等によって映像光となるが、ライトバルブ４２Ｒ，４２Ｇ，４２Ｂ等は、映像の投
射時に熱を伴う部品である。そのため、各ライトバルブ４２Ｒ，４２Ｇ，４２Ｂ等にそれ
ぞれ風を当てて冷却し、限界保証温度以下に保持する必要が生じる。
【００２６】
　そこで、図１及び図２に示すように、光学ユニット４０の後ろ側に冷却ファン１４を配
置し、熱を伴う部品を冷却するための風を発生させている。さらに、ケース１１の側面に
は、ランプユニット４１と対向するようにして２つの排気ファン２０を配置してある。そ
のため、冷却ファン１４からの風により、光学ユニット４０内のライトバルブ４２等を限
界保証温度以下に保持することができる。また、光学ユニット４０内を流れて温められた
空気は、２つの排気ファン２０によってケース１１の外部に排出される。
【００２７】
［送風装置（排気ファン２０）の構成例］

　図４は、本発明の送風装置の一実施形態としての、排気ファン２０を２つ並べて示す斜
視図である。
　また、図５は、本発明の送風装置の一実施形態としての、各排気ファン２０のブッシュ
３０を露出させた状態を示す斜視図である。
　さらにまた、図６は、本発明の送風装置の一実施形態としての、排気ファン２０のブッ
シュ３０を示す斜視図及び断面図である。
　さらに、図７は、本発明の送風装置の一実施形態としての、排気ファン２０を２つ並べ
て示す断面図である。
【００２８】
　排気ファン２０は、図４、図５、及び図７に示すように、円形の開口部２１ａを有する
略円形のファン枠２１と、開口部２１ａの内側で同心円状に位置するようにしてファン枠
２１に支持されたモータ２２と、このモータ２２によって回転駆動される７枚の羽根２３
とを有している。
【００２９】
　ここで、モータ２２は、ステータ及びロータによって構成されたアウタロータ型のもの
である。具体的には、ステータは、ステータコア及びステータコイルを備えている。そし
て、ロータは、ステータを外側から覆うように配置されたロータヨークと、ステータコア
の外周面に対向するように配置されたロータマグネットと、ステータに軸受を介して回転
自在に支持されたシャフトとを備えている。そのため、開口部２１ａの内側に支持部を介
してステータを保持すれば、ステータの外側のロータを回転させることができる。
【００３０】
　一方、各羽根２３は、ロータヨークの外周部に一体的に設けられ、ファン枠２１の開口
部２１ａの内側に配置されている。そのため、モータ２２を回転駆動すれば各羽根２３が
連続的に回転する。その結果、各羽根２３の前後に生じる圧力差によって風が発生する。
そして、発生した風は、開口部２１ａを通過するように流れる。
【００３１】
　このように、排気ファン２０は、各羽根２３の回転軸２３ａ（図４参照）と平行な方向
に風を送る軸流ファンとなっている。したがって、ケース１１（図４参照）の内側に排気
ファン２０を取り付けることにより、液晶プロジェクタ１０（図１及び図２参照）の内部
で熱せられた空気を開口部２１ａを通して外部に排気し、液晶プロジェクタ１０の内部を
冷却することができる。
【００３２】
　また、排気ファン２０は、液晶プロジェクタ１０（図１及び図２参照）のケース１１（
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図４参照）に取り付けるため、取付け部２４を有している。さらにまた、本発明における
保持部に相当する上保持部２５及び下保持部２６（図４及び図７参照）を有している。さ
らに、取付け部２４と上保持部２５との間、取付け部２４と下保持部２６との間には、そ
れぞれブッシュ３０（本発明における防振材に相当するもの）が挿入されている。
【００３３】
　ここで、取付け部２４は、略円形のファン枠２１の開口部２１ａの外側に４つ（上向き
の取付け部２４が２つ、下向きの取付け部２４が２つ）設けられている。そして、各取付
け部２４は、羽根２３の回転軸２３ａ（図４参照）に対して垂直な方向に、それぞれブッ
シュ３０の取付け穴２４ａ（図６参照）を有している。また、各取付け部２４は、図７に
示すように、ファン枠２１に外接する四角形（送風スペース）を仮想したときに、四角形
（送風スペース）の内側に配置されている。なお、送風スペースは、モータ２２を支持す
るとともに羽根２３によって風を流すために必要な最小限の空間を意味する。
【００３４】
　このような各取付け部２４には、それぞれブッシュ３０が着脱自在に取り付けられる。
このブッシュ３０は、ゴム製のものであり、モータ２２の回転によって発生する振動が液
晶プロジェクタ１０（図１及び図２参照）に伝わることを防止するものである。具体的に
は、ブッシュ３０は、図６に示すように、取付け部２４の取付け穴２４ａにはまり合う円
柱状の取付け突起３１と、上保持部２５の保持穴２５ａにはまり合う円柱状の保持突起３
２とを有している。そして、取付け突起３１と保持突起３２との間には、フランジ３３が
設けられており、フランジ３３の一方の面で取付け部２４の端面を受け、フランジ３３の
他方の面で上保持部２５の下面を受けるようになっている。なお、保持突起３２は、下保
持部２６（図７参照）の保持穴にもはまり合い、フランジ３３の他方の面は、下保持部２
６の上面も受けるようになっている。
【００３５】
　また、ブッシュ３０の取付け突起３１には、外周面に複数の山部３１ａが形成されてい
る。そのため、取付け突起３１の横断面は、凹凸形状となっている。そして、山部３１ａ
の先端部（フランジ３３と反対側の端部）は、フランジ３３に向かって取付け突起３１の
直径が拡大するような傾斜面状に形成されている。したがって、この山部３１ａの傾斜面
により、ブッシュ３０の取付け突起３１を取付け部２４の取付け穴２４ａに容易にはめ込
むことができる。さらに、はめ込まれたブッシュ３０は、取付け穴２４ａの内周面と山部
３１ａとによって横断面方向が位置規制される。しかも、取付け穴２４ａの内周面には、
山部３１ａの頂部だけが接触するので、取付け部２４を介して伝達されるモータ２２（図
７参照）の振動の伝達経路が減少する。なお、ブッシュ３０の縦断面方向は、取付け部２
４の端面とフランジ３３との接触面によって位置規制される。
【００３６】
　さらにまた、ブッシュ３０の保持突起３２は、先端側（フランジ３３と反対側）の周囲
が丸角部３２ａとなっており、先端側の中央部には、穴部３２ｂが形成されている。そし
て、上保持部２５にはめ込まれたブッシュ３０は、保持穴２５ａの内周面と保持突起３２
の外周面とによって横断面方向が位置規制され、上保持部２５の下面とフランジ３３との
接触面によって縦断面方向が位置規制される。なお、ブッシュ３０の保持突起３２は、下
保持部２６（図７参照）の保持穴にもはまり合い、上保持部２５と同様に、横断面方向及
び縦断面方向が位置規制される。
【００３７】
　したがって、排気ファン２０は、図７に示すように、取付け部２４と上保持部２５及び
下保持部２６との間にブッシュ３０が挿入されて位置規制されるとともに、モータ２２の
振動の伝達が防止される。そして、上保持部２５及び下保持部２６は、羽根２３の回転軸
２３ａ（図４参照）に対して垂直な方向から取付け部２４を保持する。具体的には、最初
に、各取付け部２４にそれぞれブッシュ３０をはめ込んで、図５に示す状態とする。その
後、ファン枠２１を回転軸２３ａと垂直な方向に下降させ、下向きの２つの取付け部２４
にはめ込まれた２つのブッシュ３０をそれぞれ下保持部２６にはめ込む。なお、下保持部
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２６は、ケース１１（図４参照）の底面に固定されている。
【００３８】
　次に、上保持部２５を回転軸２３ａ（図４参照）と垂直な方向に下降させ、上保持部２
５の保持穴２５ａ（図６参照）に対し、上向きの２つの取付け部２４にはめ込まれた２つ
のブッシュ３０をそれぞれはめ込む。そして最後に、上保持部２５をケース１１（図４参
照）に固定し、図４及び図７に示す状態とする。したがって、排気ファン２０は、羽根２
３の回転軸２３ａに対して垂直な方向から各取付け部２４が保持されることとなり、液晶
プロジェクタ１０（図１及び図２参照）に固定される。
【００３９】
　ここで、図７に示すように、モータ２２を支持するとともに羽根２３によって風を流す
ために必要な最小限の送風スペースを考えると、この送風スペースは、ファン枠２１に外
接する仮想の四角形となる。そして、各取付け部２４は、この送風スペースの内側に配置
されている。そのため、各取付け部２４にブッシュ３０をはめ込み、羽根２３の回転軸２
３ａ（図４参照）に対して垂直な方向から各取付け部２４を保持する取付けスペースは、
送風スペースに対して少ししか大きくならない。なお、取付け部２４及びブッシュ３０の
大きさを適当に設定することにより、取付けスペースを送風スペースと同じ大きさにする
こともできる。
【００４０】
　このように、本実施形態の排気ファン２０では、液晶プロジェクタ１０（図１及び図２
参照）に排気ファン２０を取り付けるために必要な取付けスペースが小さくなる。具体的
には、モータ２２を支持するとともに羽根２３によって風を流すために必要な送風スペー
スに近いくらいに小さくなる。そのため、排気ファン２０を２つ並べて配置した場合、各
排気ファン２０同士の間隔を狭くすることが可能となる。また、ケース１１（図４参照）
の天井面及び底面と排気ファン２０との間隔を狭くすることが可能となる。したがって、
本実施形態の排気ファン２０によれば、液晶プロジェクタ１０（図１及び図２参照）を小
型化することができる。
【００４１】
　また、排気の際のモータ２２の回転にともなって発生する振動は、ブッシュ３０によっ
て吸収され、液晶プロジェクタ１０への伝達が防止される。そして特に、上保持部２５及
び下保持部２６による取付け部２４の保持は、取付けねじを使用していないので、防振効
果が非常に優れたものとなる。
【００４２】
　さらにまた、取付け部２４は、ブッシュ３０の取付け突起３１、保持突起３２、及びフ
ランジ３３により、上保持部２５及び下保持部２６に対して位置規制される。さらに、ブ
ッシュ３０は、取付け突起３１の山部３１ａの傾斜面により、取付け部２４に容易にはめ
込むことができる。また、保持突起３２の丸角部３２ａにより、上保持部２５及び下保持
部２６に容易にはめ込むことができる。したがって、本実施形態の排気ファン２０は、液
晶プロジェクタ１０（図１及び図２参照）に対し、容易に位置決めでき、かつ容易に取り
付けることができる。
【００４３】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は、上述した実施形態に限定され
ることなく、以下のような種々の変形が可能である。例えば、
　（１）本実施形態では、電子機器として、投射型表示装置である液晶プロジェクタ１０
を例に挙げた。しかし、これに限らず、液晶ディスプレイ（バックライト）、ノート型パ
ーソナルコンピュータ（ＣＰＵ）等の各種の電子機器に広く適用可能である。
【００４４】
　（２）本実施形態では、アウタロータ型のモータ２２を使用し、ロータの外周部に羽根
２３を一体的に設けている。しかし、これに限らず、他の型式のモータを使用することも
できる。例えば、ファン枠の内部にリニアモータを組み込み、リニアモータによって開口
部の内側の羽根を回転駆動してもよい。
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【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の電子機器の一実施形態としての、液晶プロジェクタの内部構造を示す斜
視図である。
【図２】本発明の電子機器の一実施形態としての、液晶プロジェクタの内部構造を示す平
面図である。
【図３】本発明の電子機器の一実施形態としての、液晶プロジェクタにおける光学ユニッ
ト４０の内部構造を示す平面図である。
【図４】本発明の送風装置の一実施形態としての、排気ファンを２つ並べて示す斜視図で
ある。
【図５】本発明の送風装置の一実施形態としての、各排気ファンのブッシュを露出させた
状態を示す斜視図である。
【図６】本発明の送風装置の一実施形態としての、排気ファンのブッシュを示す斜視図及
び断面図である。
【図７】本発明の送風装置の一実施形態としての、排気ファンを２つ並べて示す断面図で
ある。
【図８】従来の送風装置の一例としての、排気ファンを示す正面図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１０　液晶プロジェクタ（電子機器）
　１１　ケース
　２０　排気ファン（送風装置）
　２１　ファン枠
　２１ａ　開口部
　２２　モータ
　２３　羽根
　２４　取付け部
　２４ａ　取付け穴
　２５　上保持部（保持部）
　２５ａ　保持穴
　２６　下保持部（保持部）
　３０　ブッシュ（防振材）
　３１　取付け突起
　３２　保持突起
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